
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

受講対象者 離職者及び求職者の方で就職に必要な技能を習得したい方。 
※公共職業安定所の受講指示、受講推薦、又は支援指示を受けることが出来る方が対象

となります。年齢・性別は問いません。 

募 集 期 間 令和８年２月２６日（木）～令和８年３月１０日（火） 

訓 練 期 間 令和８年４月９日（木）～令和８年９月１４日（月） 

申し込み方法 募集期間内に最寄りの公共職業安定所で相談の上、所定の入学願書に必要 

事項を記入し、相談窓口に提出してください。 

◎提出書類等 

・入学願書１部（願書は当校、または各公共職業安定所にあります） 

 タテ４ｃｍ×ヨコ３ｃｍの写真を貼付してください。 

・返信用封筒２通（⾧形３号封筒 ２３.５ｃｍ×１２ｃｍ） 

2 通とも１１０円切手を貼り、応募者の住所・氏名を記入してください。 

選 考 試 験 令和８年３月１７日（火） 午前１０時から 

人物考査（面接）は、宮城県立気仙沼高等技術専門校で行います。※下図参照 

合 格 発 表 令和８年３月１９日（木） 

受 講 料 等 入学金・受講料は無料です。ただし、教科書、作業服等及び各検定試験受験

料は、実費負担となります。 
 
 
 
 
 

【募集要項】 

溶接科では、被覆アーク溶接、炭酸ガ
ス溶接、ＴＩＧ溶接などの仕組みや知
識・方法について学習し、工作図に基
づいて施行と検査ができるよう、知識と
技能を修得します。 

令和８年度  ６か月訓練  定員：５人 

在学中に取得できる資格 

・ ガス溶接技能講習修了証 

・ アーク溶接及び自由研削 

といしの取替業務に係る 

特別安全教育修了証 

取 得 を 目 指 す 資 格 

・ アーク溶接適格性証明書 

・ 半自動溶接適格性証明書 

※ 在学中、学科試験免除 
※ 受験料は自己負担 
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■訓練期間 令和８年４月９日（木）～ 令和８年９月１４日（月） ６か月訓練 

■訓練時間 午前８時４０分 ～ 午後３時５５分（１日７時間授業） 

 

 

実施予定表 ※○…訓練実施日、◎…ガス溶接技能講習試験（５月）、◎…溶接技能者評価試験（８月）、就職相談日８月中 

 

主な科目 内 容 時間（目安） 

学 

科 

◇社 会 オリエンテーション、キャリアコンサルティング 等 １０ 

◇機械工学概論 機械要素、工作機械、機械一般 ８ 

◇電気工学概論 電気の基礎、電気測定、電気機器 ８ 

◇溶接法 
溶接・切断概論、被覆アーク溶接、炭酸ガスアーク溶接、試験検

査法、 アーク溶接特別安全教育講習 
１２０ 

◇ガス溶接法 
可燃性ガス、ガス溶接・切断装置の構造、ガス切断法 等 

ガス溶接技能講習 
４０ 

◇溶接材料 鉄鋼材料、非鉄金属・非金属材料、熱処理、材料試験 等 ２０ 

◇製 図 製図一般、用器画法、展開法、溶接記号 ２０ 

◇安全衛生 安全作業法、関係法規、自由研削砥石特別安全教育 １０ 

実 

技 

◇測定・仕上基本作業 
長さ、角度測定、けがき作業、切断・仕上作業、各種工作機械操

作法 
５０ 

◇アーク溶接基本作業 
被覆アーク溶接作業、炭酸ガスアーク溶接作業、アーク溶接特

別安全教育、溶接技能者評価試験課題 等 
２５０ 

◇ガス溶接・切断基本作業 
ガス溶接・切断装置の取扱い、火炎調整、薄板溶接、ガス切断

（直線、円、厚板）、ガス溶接技能講習 
５４ 

◇安全衛生作業 器工具の整理整頓、機械安全点検、自由研削砥石特別安全教育 ２０ 

◇溶接作業 
溶接技能者評価試験、厚板・パイプ溶接、非鉄金属（アルミニウ

ム・ステンレス）溶接 
５２ 

◇溶接組立作業 溶接組立総合課題 ３５ 

◇試験・検査作業 外観検査、曲げ試験、圧力試験 １０ 

ハロートレーニング ～急がば学べ～ 


